
アサリ……………… 1パック
塩・こしょう……………適宜
しょうゆ…………… 大さじ1
みりん……………… 大さじ1
水…………………… 5カップ
トマト………………… 大1個
ハーブ……………………適宜
バケット…………………適宜

ハクサイの葉（下ゆでした物）
………………………大 8枚
Ａ
　豚ひき肉…………… 100g
　タマネギみじん切り
……………………1/2 個分
　おろしショウガ
…………………… 小さじ 1
　塩・こしょう…………適宜

材料（4人分）

ハクサイナムル

ハクサイの葉…………… 4枚
塩昆布………………大さじ 2

塩・こしょう……………適宜
ごま油……………………適宜

今月の料理今月の料理今月の料理

作り方

1. ハクサイの葉は細切りにしてボウルに入れ、塩昆布と一緒にもみ込みなじませる。
2. ごま油、塩・こしょうで味を調え出来上がり。

…
… …

…
…

1. Ａを全てボウルに入れ粘りが出るまで混ぜ合わせ、４つ
に分け団子状に丸める。ゆでたハクサイの葉を交互に並
べて肉団子を置き手前から巻いていき、つまようじで留
め、ハクサイロールを作る。
2. 鍋に水、砂抜きしたアサリを入れ火にかけ、沸騰したら
アサリを取り出しむき身にする。
3. 2 のアサリだしにしょうゆ・みりん・ハクサイロール
を入れ中火で 15分煮込み、塩・こしょうで味を調え、火から下ろす（1時間ほどなじませ
る）。
4. 3を器に盛り付け、むき身にしたアサリと、熱湯に入れ皮をむきつぶしたトマトをあしら
い、ハーブとバケットを添える。

材料（4人分）

アサリだしハクサイロール

作り方

今月の元気！いがっ子　川島 小乃羽 ちゃん　夕葵乃 ちゃん
今月の料理

• アサリだし
　 ハクサイロール

• ハクサイナムル
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①とれたて市ひぞっこ、ほのぼの市場で税込 2,000 円以上のお買いもの
②レシートを受け取る（複数枚の合算可能）
③チラシ（店頭設置）を切り取って応募封筒を作る
④レシートを入れて希望商品を選ぶ。切手を貼ってポストへ投函

※賞品の画像はイメージです。
※賞品の内容、仕様は変更となる場合がございます。
※当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。

こだわり米・肉プレゼント

国産銘柄米
250名様
（5,000 円相当）

国産黒毛和牛
250名様
（5,000 円相当）

応募条件

応募要領

賞　　品

注意事項

期間中とれたて市ひぞっこ、ほのぼの市場で税込 2,000 円以上
お買い上げのレシートでご応募ください。

Ａ賞 Ｂ賞

11月30日（金）
まで

JAファーマーズマーケットで買って当てよう!

直売所へ行こう!
全国キャンペーン実施中

　JAグループは、10月２日を「直売所（ファーマーズマーケット）の日」として登録しました。（一般社団法
人日本記念日協会が認定）
　10月２日としたのは、JAグループが直売所を地産地消の拠点として地域経済の発展に貢献することな
どを定めた「JAファーマーズマーケット憲章」の制定日（平成 15年 10月 2日）であることや、「採れ（10）
たてに（2）会おう」の語呂合わせによるものです。
　そこでJAグループではキャンペーンを全国のファーマーズマーケットで実施しております。JAいがふ
るさと管内では「とれたて市ひぞっこ」「ほのぼの市場」が該当店舗となっております。ぜひご応募ください。

直売所の日イベント 10月2日（火）
　10月２日「直売所（ファーマーズマーケット）の日」
の制定を記念して、当日に記念PRイベントを開催しま
した。とれたて市ひぞっこでは『秋の野菜・大試食
会』と題して、４種類のさつまいもの食べ比べやマコ
モダケなど旬の野菜を活用した料理の試食会を行い
ました。また、ほのぼの市場では一定額以上のお買い
物をJAカードで支払った来店者へJAオリジナルエコ
バックをプレゼントしました。

直売所通信
今月は直売所に関する様々な情報を皆様にご紹介します!

開催!
　2015 年12月にオープンした直売所「とれたて市ひぞっこ」は皆様に支えられ、まもなく開店３周年とな
ります。そこで日頃のご愛顧への感謝の気持ちを込めて、イベントを開催いたします。

開催日：12月８日（土）、９日（日）
場　所：とれたて市ひぞっこ（伊賀市平野西町１番１）

無料ふるまいイベント
　地元の野菜を使った豚汁、にゅうめん、
伊賀産もち米つきたてもち入りぜんざい
など地元の農産物を
使った振る舞いイベ
ントを行います。

他にも様々な催しを予定しています。ぜひご来場ください !
※無料ふるまいや試食はなくなり次第終了とさせていただきます。ご了承ください。
※写真はイメージです。

1

キャラクターショー
アンパンマンやいが☆グリオのキャラクター
ショーを行います。

4

試食販売
うどんやそば、おもちなどの試食と販売を行
います。また、野菜ソムリエ考案メニューの試
食も行います。

2

　野菜や果物など、つめ放題販売を行います。
どこまで詰められるのか限界まで挑戦してみ
てください。

つめ放題3

イベント内容
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①とれたて市ひぞっこ、ほのぼの市場で税込 2,000 円以上のお買いもの
②レシートを受け取る（複数枚の合算可能）
③チラシ（店頭設置）を切り取って応募封筒を作る
④レシートを入れて希望商品を選ぶ。切手を貼ってポストへ投函

※賞品の画像はイメージです。
※賞品の内容、仕様は変更となる場合がございます。
※当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。

こだわり米・肉プレゼント

国産銘柄米
250名様
（5,000 円相当）

国産黒毛和牛
250名様
（5,000 円相当）

応募条件

応募要領

賞　　品

注意事項

期間中とれたて市ひぞっこ、ほのぼの市場で税込 2,000 円以上
お買い上げのレシートでご応募ください。

Ａ賞 Ｂ賞

11月30日（金）
まで

JAファーマーズマーケットで買って当てよう!

直売所へ行こう!
全国キャンペーン実施中

　JAグループは、10月２日を「直売所（ファーマーズマーケット）の日」として登録しました。（一般社団法
人日本記念日協会が認定）
　10月２日としたのは、JAグループが直売所を地産地消の拠点として地域経済の発展に貢献することな
どを定めた「JAファーマーズマーケット憲章」の制定日（平成 15年 10月 2日）であることや、「採れ（10）
たてに（2）会おう」の語呂合わせによるものです。
　そこでJAグループではキャンペーンを全国のファーマーズマーケットで実施しております。JAいがふ
るさと管内では「とれたて市ひぞっこ」「ほのぼの市場」が該当店舗となっております。ぜひご応募ください。

直売所の日イベント 10月2日（火）
　10月２日「直売所（ファーマーズマーケット）の日」
の制定を記念して、当日に記念PRイベントを開催しま
した。とれたて市ひぞっこでは『秋の野菜・大試食
会』と題して、４種類のさつまいもの食べ比べやマコ
モダケなど旬の野菜を活用した料理の試食会を行い
ました。また、ほのぼの市場では一定額以上のお買い
物をJAカードで支払った来店者へJAオリジナルエコ
バックをプレゼントしました。

直売所通信
今月は直売所に関する様々な情報を皆様にご紹介します!

開催!
　2015 年12月にオープンした直売所「とれたて市ひぞっこ」は皆様に支えられ、まもなく開店３周年とな
ります。そこで日頃のご愛顧への感謝の気持ちを込めて、イベントを開催いたします。

開催日：12月８日（土）、９日（日）
場　所：とれたて市ひぞっこ（伊賀市平野西町１番１）

無料ふるまいイベント
　地元の野菜を使った豚汁、にゅうめん、
伊賀産もち米つきたてもち入りぜんざい
など地元の農産物を
使った振る舞いイベ
ントを行います。

他にも様々な催しを予定しています。ぜひご来場ください !
※無料ふるまいや試食はなくなり次第終了とさせていただきます。ご了承ください。
※写真はイメージです。

1

キャラクターショー
アンパンマンやいが☆グリオのキャラクター
ショーを行います。

4

試食販売
うどんやそば、おもちなどの試食と販売を行
います。また、野菜ソムリエ考案メニューの試
食も行います。

2

　野菜や果物など、つめ放題販売を行います。
どこまで詰められるのか限界まで挑戦してみ
てください。

つめ放題3

イベント内容
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しています。

JA女性組織では
JAの自己改革を

JAいがふるさと女性組織会長
井川　洋子

こんにちは！
わたしたちJA女性組織は、健全な食と農を次代に引き継ぐため、
JAをよりどころとして日々活動しています♪
JA女性組織もJAグループの一員として、

を軸に、JA自己改革の後押しを行っています★
　JAいがふるさとの自己改革の取組成果を広報誌11月号・12月
号に掲載しますので、ぜひご覧ください！

その①

　9/25JA運営女性委員会を
開催し、JA役職員とJA女性
組織代表や地域女性らが参加
しました。
　JAからはJAいがふるさと
の情勢やJA自己改革の具体
的な取り組み等の報告による
情報共有をした後、意見交流
会の場を持ち、JA役職員らと熱心に意見交換を行いました。

　女性組織は、寸劇「みんなが主役　わたしたちのJA自己改革」を上演し、協同組合やJAの大切さに
ついて、おもしろく楽しく学習し、発信しました。

後押し

後押し

その②後押し

学
習
発
信

対
話

学習 対話 発信

•産地づくり・産地強化を推進し、農業生産高を拡大する取り組み
•直売所を核とし、「出荷者数」と「農業所得」を増大する取り組み
•ＪＡ総合事業で支援し、農業生産コストを低減する取り組み
•地域のＪＡとしての資質を確保しつつ、改正農協法にも対応した組織運営システムを整備する取り組み

●自己改革の基本目標

ＪＡいがふるさとが取り組む自己改革

　「ＪＡ」は「日本の農業協同組合（Japan Agricultural cooperatives）」と
いう意味で、「農協」が愛称です。農家を中心とした「組合員」が、農家の営農
と生活を守り高めることや、よりよい地域社会を築くことを目的に組織してい
ます。「株式会社」のように、多くの利潤を得ることを目的にしているのではな
く、共通の願いを実現するためにある組織です。
　私たち「農業協同組合」は、農業を営む「正組合員」と農業者以外の「准組
合員」が事業を利用しながら、組織を運営しています。

❶そもそも…『ＪＡ』ってなんだろう？

　ＪＡでは、組合員の皆さまの営農やくらしに役立てていただけるよう、農業関連事業のほか、信用事業　（ＪＡバ
ンク）、共済事業（ＪＡ共済）、直売所事業（ＪＡファーマーズマーケット）、生活事業（ガソリンスタンド等）など様々
な事業を行っており、これらを「総合事業」と呼んでいます。
　地域の農業にとって大事なＪＡの農業関連事業だけを見ると、収支状況は厳しくはありますが、ＪＡは総合事業
だからこそ、農業施設への投資や組合員の営農をお手伝いする営農指導員の配置が可能となっています。

❷「総合事業」のご利用で、地域の農業が支えられています

　ＪＡでは、地域の子どもたちに、「食」と「農」が持つ多様な役割を農作業体験を通じて伝える「食農教育」を展
開しています。また、直売所（ＪＡファーマーズマーケット）では、地元の農家の朝採れの野菜や果物を販売して、
「地産地消」を推進しています。
　ＪＡではこうした事業や活動に、共感してご利用いただける皆さまとともに、地域の農業を応援していきたいと
考えています。楽しく作って、美味しく食べていただくことが、農業の未来につながっています。

　ＪＡいがふるさとは、２つのＪＡが実践してきた、「ＪＡの自己改革」をさらに発展させていきます。その為、伊
賀地域全体の実情を捉えなおし、運営基本構想と地域農業振興構想の策定をすすめます。構想策定までの
間、合併事業計画に示された基本方針を基に、「地域に活気を呼び起こす農の振興」と「生きがい・安らぎの
創造と住みよいまちづくり」をスローガンに捉え、ＪＡいがふるさとの自己改革に取り組みます。

❸「作って」「食べて」、地域の農業を次代につなぐ

12ページまでＪＡいがふるさとの自己改革の取組成果をご紹介します。

42018年11月号
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•産地づくり・産地強化を推進し、農業生産高を拡大する取り組み
•直売所を核とし、「出荷者数」と「農業所得」を増大する取り組み
•ＪＡ総合事業で支援し、農業生産コストを低減する取り組み
•地域のＪＡとしての資質を確保しつつ、改正農協法にも対応した組織運営システムを整備する取り組み

●自己改革の基本目標

ＪＡいがふるさとが取り組む自己改革

　「ＪＡ」は「日本の農業協同組合（Japan Agricultural cooperatives）」と
いう意味で、「農協」が愛称です。農家を中心とした「組合員」が、農家の営農
と生活を守り高めることや、よりよい地域社会を築くことを目的に組織してい
ます。「株式会社」のように、多くの利潤を得ることを目的にしているのではな
く、共通の願いを実現するためにある組織です。
　私たち「農業協同組合」は、農業を営む「正組合員」と農業者以外の「准組
合員」が事業を利用しながら、組織を運営しています。

❶そもそも…『ＪＡ』ってなんだろう？

　ＪＡでは、組合員の皆さまの営農やくらしに役立てていただけるよう、農業関連事業のほか、信用事業　（ＪＡバ
ンク）、共済事業（ＪＡ共済）、直売所事業（ＪＡファーマーズマーケット）、生活事業（ガソリンスタンド等）など様々
な事業を行っており、これらを「総合事業」と呼んでいます。
　地域の農業にとって大事なＪＡの農業関連事業だけを見ると、収支状況は厳しくはありますが、ＪＡは総合事業
だからこそ、農業施設への投資や組合員の営農をお手伝いする営農指導員の配置が可能となっています。

❷「総合事業」のご利用で、地域の農業が支えられています

　ＪＡでは、地域の子どもたちに、「食」と「農」が持つ多様な役割を農作業体験を通じて伝える「食農教育」を展
開しています。また、直売所（ＪＡファーマーズマーケット）では、地元の農家の朝採れの野菜や果物を販売して、
「地産地消」を推進しています。
　ＪＡではこうした事業や活動に、共感してご利用いただける皆さまとともに、地域の農業を応援していきたいと
考えています。楽しく作って、美味しく食べていただくことが、農業の未来につながっています。

　ＪＡいがふるさとは、２つのＪＡが実践してきた、「ＪＡの自己改革」をさらに発展させていきます。その為、伊
賀地域全体の実情を捉えなおし、運営基本構想と地域農業振興構想の策定をすすめます。構想策定までの
間、合併事業計画に示された基本方針を基に、「地域に活気を呼び起こす農の振興」と「生きがい・安らぎの
創造と住みよいまちづくり」をスローガンに捉え、ＪＡいがふるさとの自己改革に取り組みます。

❸「作って」「食べて」、地域の農業を次代につなぐ

12ページまでＪＡいがふるさとの自己改革の取組成果をご紹介します。
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JAいがふるさと自己改革の取組成果
～産地づくり・産地強化の推進～

　良食味栽培技術を確立・普及するため、伊賀米振興協議会に食
味向上部会を立ち上げました。そして、モデル圃場を設置し、技術の
実証と普及に取り組んでいます。
　また、良食味米のPRや米卸・大口実需者との連携を強化し、産地
指定米の拡大に取り組んできました。

良食味米産地の確立

　消費者の肉質ニーズに応じた飼養管理及び素牛選定マニュアル
を作成・改定しながら普及に取り組んでいます。
　三重ブランド認定を活用した伊賀牛のブランド強化に取り組んで
います。
　販路面においても、伊賀牛ブランドの知名度アップに向け、行政
と連携した各種イベントの開催・県外販売への取組み強化を図るこ
とにより、販売促進の強化に努めました。

伊賀牛の振興

　麦の品質向上・収量アップの取組みについて、普及センターと合
同して、生産技術研修会の開催や「タマイズミR」の栽培実証に取
り組んできました。

その他の品目

直売所を含めた園芸品目の作付け振興
　アスパラガス、三重なばな、美旗メロンを戦略作物に定め取り
組んできました。
　アスパラガスは2017年9月時点で2013年度より89a増加しま
した。新規者も増えていますが、大規模作付け者のリタイヤもあ
り、栽培面積は5.77haです。なばなは4.6haです。
　園芸作物の産地化の取組みとして、イチゴやトマトの施設栽培
の支援に取り組んできました。両品目の農家は15名となり、市場・
直売所向けのJA販売高は約4,415万円（2017年度）に拡大し
ています。
　美旗メロンについては2013年に取得した地域団体商標登録
の利点を活かすことにより、販売力の強化を図りました。
　また、地元スイーツ店と共同で特産品の美旗メロンを活用した
スイーツづくりにも取組み、消費者から好評を得ました。

園芸の再興・振興

　農業者経営負担軽減のため、平成29年度よりトラクターの
レンタル事業を開始しました。
　25馬力トラクター2台の貸し出しを行っています。

農機レンタル事業

伊賀牛共進会の様子

浅草でのPRイベント

2013 年度 2015 年度 2017 年度

作況指数 104 98 93

主食用米販売高 44億6800万円 31億6800万円 33億9100万円

作況指数100の換算
主食用米販売高 42億9600万円 32億3200万円 36億4600万円

肉牛販売高 13億2700万円 13億4000万円 13億4800万円
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JAいがふるさと自己改革の取組成果
～産地づくり・産地強化の推進～

　良食味栽培技術を確立・普及するため、伊賀米振興協議会に食
味向上部会を立ち上げました。そして、モデル圃場を設置し、技術の
実証と普及に取り組んでいます。
　また、良食味米のPRや米卸・大口実需者との連携を強化し、産地
指定米の拡大に取り組んできました。

良食味米産地の確立

　消費者の肉質ニーズに応じた飼養管理及び素牛選定マニュアル
を作成・改定しながら普及に取り組んでいます。
　三重ブランド認定を活用した伊賀牛のブランド強化に取り組んで
います。
　販路面においても、伊賀牛ブランドの知名度アップに向け、行政
と連携した各種イベントの開催・県外販売への取組み強化を図るこ
とにより、販売促進の強化に努めました。

伊賀牛の振興

　麦の品質向上・収量アップの取組みについて、普及センターと合
同して、生産技術研修会の開催や「タマイズミR」の栽培実証に取
り組んできました。

その他の品目

直売所を含めた園芸品目の作付け振興
　アスパラガス、三重なばな、美旗メロンを戦略作物に定め取り
組んできました。
　アスパラガスは2017年9月時点で2013年度より89a増加しま
した。新規者も増えていますが、大規模作付け者のリタイヤもあ
り、栽培面積は5.77haです。なばなは4.6haです。
　園芸作物の産地化の取組みとして、イチゴやトマトの施設栽培
の支援に取り組んできました。両品目の農家は15名となり、市場・
直売所向けのJA販売高は約4,415万円（2017年度）に拡大し
ています。
　美旗メロンについては2013年に取得した地域団体商標登録
の利点を活かすことにより、販売力の強化を図りました。
　また、地元スイーツ店と共同で特産品の美旗メロンを活用した
スイーツづくりにも取組み、消費者から好評を得ました。

園芸の再興・振興

　農業者経営負担軽減のため、平成29年度よりトラクターの
レンタル事業を開始しました。
　25馬力トラクター2台の貸し出しを行っています。

農機レンタル事業

伊賀牛共進会の様子

浅草でのPRイベント

基本レンタル料（税込）
オプション

操作説明 洗車

15,660円 5,400円 5,400円

レンタル料金表（1日）

商　品 2013 年度 2015 年度 2017 年度

園芸作物販売高 5億6400万円 6億8200万円 5億4100万円

うち、アスパラガス販売高 1400万円 1800万円 2100万円

うち、なばな販売高 800万円 1000万円 800万円

うち、美旗メロン販売高 900万円 1400万円 1100万円

2017年度は、「とれたて市　ひぞっこ」・「ファーマーズマーケット　ほのぼの市場」の販売高を分荷しています。
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直売所間交流：JAおきなわで開催した
　　　　　　　伊賀産農産物フェア

2017年度末の実績（緑ヶ丘とれたて市との比較）
　•出荷者数は 2.5倍
　•年間100万円以上販売した生産者数は 5倍

　生産者の所得増大を目的とし、JAでは農産物直売所を新規
開設し、運営を行ってきました。

とれたて市ひぞっこの運営方針
　໐おいしさを提案します
　　　野菜ソムリエが農産物の種類や食べ方、保存の工夫な
　　どをお伝えします。
　໐食の安全・安心・信頼をお届けします
　　　農薬の使用などがきちんと管理されている農産物や、
　　低添加食品などの取り扱いをしています。
　໐人と人とのふれあいを大切にします
　　　生産者との交流ができる「楽しい雰囲気作り」、「また
　　来たい」と思っていただける「おもてなし」の接客に取り
　　組みます。

農産物直売所

野
菜
ソ
ム
リ
エ
の

食
べ
方
提
案

出
荷
者
に
よ
る

軒
先
市

ほのぼの市場
　2009年度に「ほのぼの市場」は名張市の支援を受け開店し
ました。
　2017年度末現在の出荷者数は93名です。
　定期的にイベントを開催することにより来店客に旬の野菜の
美味しい食べ方の提案等を行い、多くの方に喜んでいただいて
います。

うちらの店・とれたて名張交流館
　Aコープ青山店内の「うちらの店」、行政と連携し運営してい
る「とれたて名張交流館」においても「新鮮・安全・安心」をモッ
トーに地元農産物や加工品等の販売を行っています。

6次産業化商品の開発と推進
　JAいがふるさとでは過去から農産物に付加価値を付ける取
組みを進めてきました。
　伊賀米の精米販売や伊賀牛カレーや伊賀米おかゆ、伊賀市
と共同開発した伊賀牛ボロネーゼ、アスパラガスポタージュなど
を販売しています。
　また、女性加工部会「笑の花」では、地元特産品である「いち
ご」「ぶどう」を加工して造った「ジュレ」や、地元産よもぎを使用
した「よもぎ餅」の製造・販売を行っています。

緑ヶ丘とれたて市 とれたて市ひぞっこ

販売実績 5300万円 3億7000万円

出荷者数 179名 443名

出荷者一人あたりの販売額 33万円 60万円

100万円以上販売額を
上げている生産者 11名 53名

※緑ヶ丘とれたて市実績は2015年12月までの1年間です。
　とれたて市ひぞっこ実績は2017年度実績です。
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直売所間交流：JAおきなわで開催した
　　　　　　　伊賀産農産物フェア

2017年度末の実績（緑ヶ丘とれたて市との比較）
　•出荷者数は 2.5倍
　•年間100万円以上販売した生産者数は 5倍

　生産者の所得増大を目的とし、JAでは農産物直売所を新規
開設し、運営を行ってきました。

とれたて市ひぞっこの運営方針
　໐おいしさを提案します
　　　野菜ソムリエが農産物の種類や食べ方、保存の工夫な
　　どをお伝えします。
　໐食の安全・安心・信頼をお届けします
　　　農薬の使用などがきちんと管理されている農産物や、
　　低添加食品などの取り扱いをしています。
　໐人と人とのふれあいを大切にします
　　　生産者との交流ができる「楽しい雰囲気作り」、「また
　　来たい」と思っていただける「おもてなし」の接客に取り
　　組みます。

農産物直売所

野
菜
ソ
ム
リ
エ
の

食
べ
方
提
案

出
荷
者
に
よ
る

軒
先
市

ほのぼの市場
　2009年度に「ほのぼの市場」は名張市の支援を受け開店し
ました。
　2017年度末現在の出荷者数は93名です。
　定期的にイベントを開催することにより来店客に旬の野菜の
美味しい食べ方の提案等を行い、多くの方に喜んでいただいて
います。

うちらの店・とれたて名張交流館
　Aコープ青山店内の「うちらの店」、行政と連携し運営してい
る「とれたて名張交流館」においても「新鮮・安全・安心」をモッ
トーに地元農産物や加工品等の販売を行っています。

6次産業化商品の開発と推進
　JAいがふるさとでは過去から農産物に付加価値を付ける取
組みを進めてきました。
　伊賀米の精米販売や伊賀牛カレーや伊賀米おかゆ、伊賀市
と共同開発した伊賀牛ボロネーゼ、アスパラガスポタージュなど
を販売しています。
　また、女性加工部会「笑の花」では、地元特産品である「いち
ご」「ぶどう」を加工して造った「ジュレ」や、地元産よもぎを使用
した「よもぎ餅」の製造・販売を行っています。

商　品 2015年度 2017年度

精米取扱高 2億6400万円 2億9200万円

伊賀牛カレー販売個数 4,839箱 7,470箱

ジュレ販売個数 － 853個

出荷者の開発した加工品の
販売高（ひぞっこ）

（12月～3月）79,177点
2400万円

189,924点
6200万円

2013年 2017年

売上金額 1億1400万円 1億6000万円

※上記売上金額は旧伊賀南部の直売所、運営参画する施設の
　合計売上金額です。
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化成肥料（10-16-16）100袋購入の場合
　●伊賀コシヒカリ化成（銘柄集約前）　⇒　化成肥料（10-16-16）（銘柄集約後）
　●大口予約割引を適用（100袋）

　生産コスト低減に向けた取組みとして水稲基肥・追肥について
銘柄集約を行い、約15％の削減を実現しました。

　今後も、肥料銘柄集約やジェネリック農薬・大型規格農薬の取扱
い拡大、集約一括購入・大口予約をすすめることによりコスト削減
に取り組みます。

肥料農薬のコスト低減

あわせて52,500円のコスト低減

　農地保全、地域農業の確立、それに対する補完機能を果
たすため、2004年にJAの子会社「農業生産法人（株）いが
ほくぶアグリ」、2017年に「農業生産法人（株）伊賀南部ア
グリ」を設立しました。

　両子会社では農作業負担軽減のため、産業用無人ヘリに
よる共同防除に取り組んできました。
　その他、JAが推奨するキャベツなどの野菜の栽培実証
や、農作業受託業務、農地を預かったり取得したり法人が農
業経営を行うことで、農地の維持に努めています。

農作業の共同化と
農業経営による農地の維持

　耕畜連携の取組みとして、大山田コンポ散布の奨励をし
ています。散布機マニアスプレッダーの貸し出しや散布助成
措置を行っています。
　そして、特別栽培米を軸とした環境保全型農業の拡大に
取り組んでいます。
　また、農業で排出される廃プラスチックの回収を促進する
ため、使用済み資材の共同回収を継続しています。

有機農業・環境保全型農業・
耕畜連携等の推進

肥料名 単価（予約）

伊賀コシヒカリ化成 2,200円

いがほくぶ化成２号 1,960円

NK化成C-６ 1,720円

袋　数 奨励金額

100～149 25円/袋

150～199 35円/袋

200～249 45円/袋

250～299 55円/袋

300～499 75円/袋

500以上 100円/袋

供給金額（千円） 奨励金額

1,000未満 120円/袋

1,000～1,500未満 130円/袋

1,500～2,000未満 140円/袋

2,000～2,500未満 150円/袋

2,500以上 160円/袋

肥料名 単価（予約）

化成肥料（10-16-16） 1,700円

化成肥料（12-18-16） 1,520円

化成肥料（17-0-17） 1,450円

29年産用肥料価格

肥料予約申込大口奨励 化成肥料集落一括予約申込奨励

30年産用肥料価格

大口予約割引 割引金額

大口予約奨励によるコスト低減 25円/袋 2,500円

伊賀コシヒカリ化成 化成肥料 差　額

銘柄集約によるコスト低減 220,000円 170,000円 50,000円
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化成肥料（10-16-16）100袋購入の場合
　●伊賀コシヒカリ化成（銘柄集約前）　⇒　化成肥料（10-16-16）（銘柄集約後）
　●大口予約割引を適用（100袋）

　生産コスト低減に向けた取組みとして水稲基肥・追肥について
銘柄集約を行い、約15％の削減を実現しました。

　今後も、肥料銘柄集約やジェネリック農薬・大型規格農薬の取扱
い拡大、集約一括購入・大口予約をすすめることによりコスト削減
に取り組みます。

肥料農薬のコスト低減

あわせて52,500円のコスト低減

　農地保全、地域農業の確立、それに対する補完機能を果
たすため、2004年にJAの子会社「農業生産法人（株）いが
ほくぶアグリ」、2017年に「農業生産法人（株）伊賀南部ア
グリ」を設立しました。

　両子会社では農作業負担軽減のため、産業用無人ヘリに
よる共同防除に取り組んできました。
　その他、JAが推奨するキャベツなどの野菜の栽培実証
や、農作業受託業務、農地を預かったり取得したり法人が農
業経営を行うことで、農地の維持に努めています。

農作業の共同化と
農業経営による農地の維持

　耕畜連携の取組みとして、大山田コンポ散布の奨励をし
ています。散布機マニアスプレッダーの貸し出しや散布助成
措置を行っています。
　そして、特別栽培米を軸とした環境保全型農業の拡大に
取り組んでいます。
　また、農業で排出される廃プラスチックの回収を促進する
ため、使用済み資材の共同回収を継続しています。

有機農業・環境保全型農業・
耕畜連携等の推進

無人ヘリによる共同防除実績

機械散布面積

2010 年度 2015 年度 2017 年度

水稲（イモチ、仕上げ防除） 1,285 1,710 1,756

麦 199 298 298

大豆 80 85 94

合計 1,564 2,093 2,148

2013 年度 2015 年度 2017 年度

散布面積 85.0 126.0 141.7

（単位：ha）

（単位：ha）

2010年度、2015年度実績は、いがほくぶ実績です。2017年度実績はいがほくぶ・伊賀南部合計実績です。
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　新規就農者の育成や、多彩な担い手の確保、地域農業の
振興を目的として、2014年に営農振興基金を創設しまし
た。農業者が新規就農や規模拡大、新しい取組みを行おうと
する時、経営収支・資金繰りなどの経営負担をJAが支援す
る取り組みです
　機械・設備等の費用助成のほか、研修やマーケティング費
用などにも助成を行う制度です。

営農振興基金による生産振興

　定年帰農者や女性農業者など野菜栽培に取り組む方に
向けて、栽培技術向上を目指す研修として、2004年から取
り組んでいます。
　地域農業振興構想では、多彩な担い手づくりの推進を重
要施策に位置付けています。
　畑での実習（路地・ハウスでの栽培、施肥・摘心・摘果）や座
学（土壌や肥料、農薬など）により栽培技術を習得します。

　2017年までに延べ337名が受講しました。うち、36名が
JA直売所や市場に出荷しています。36名で約2,000万円
（2017年度）を販売しています。

農業未来塾

１2月号でも引き続き、自己改革の取り組み成果をご紹介します。

営農振興基金の助成効果
対象事業 助成経営体件数 効　果

アスパラガス 7 89a面積拡大

伊賀牛 6 168頭増頭（但し増頭効果は320頭以上）

水耕栽培・苺 3 年平均620万円の販売高増加

野菜類・新技術・新規就農 24 年平均280万円の販売高増加

販売促進・経営支援など 4 伊賀米・伊賀牛の販売拡大と
集落営農組織運営

合　計 44 基金創設から2017年度末までの助成事業
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冬の手入れが翌年の出来を決める
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畑
の
外
に
持
ち
出
し
、
焼
却
ま
た
は
廃
棄
し

ま
す
。
こ
の
処
置
が
不
十
分
で
す
と
、
病
原

菌
が
茎
葉
の
中
で
越
冬
し
、
病
害
の
原
因
と

な
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
丁
寧
に
か
き
集
め

て
処
分
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

茎
葉
を
き
れ
い
に
片
付
け
、
ま
ず
株
元
に

多
く
の
土
寄
せ
を
し
て
い
た
場
合
は
、
土
を

畝
間
に
戻
し
ま
す
。
土
寄
せ
が
少
な
か
っ
た

場
合
に
は
、
そ
の
ま
ま
畝
間
の
通
路
部
分
を

中
耕
し
な
が
ら
、
畝
の
両
側
に
深
め
の
施
肥

溝
を
作
り
、
そ
の
中
に
堆
肥
と
油
か
す
、
緩

効
性
の
化
成
肥
料
を
施
し
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

の
根
株
を
深
く
埋
め
る
よ
う
に
し
、
畝
上
に

土
を
大
き
く
上
げ
て
お
き
ま
す
。
こ
う
す
る

こ
と
で
根
株
を
冬
の
寒
気
か
ら
守
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
寒
さ
が
厳
し
い
地
域
ほ
ど
土
を

大
き
く
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
う
し
て
越
冬
後
の
3
月
こ
ろ
、
芽
の
萌ほ

う

芽が

に
支
障
の
な
い
程
度
に
土
を
取
り
除
き
（
寄

せ
土
戻
し
）、
畝
間
に
土
を
落
と
し
ま
す
。
こ

の
と
き
春
の
追
肥
と
し
て
、
化
成
肥
料
や
有

機
配
合
の
肥
料
な
ど
を
、
1
株
当
た
り
各
大

さ
じ
3
杯
程
度
を
目
安
に
与
え
て
お
き
ま
す
。

再
三
土
を
動
か
す
こ
と
に
よ
り
、
地
面
付
近

に
落
ち
て
い
た
雑
草
の
種
子
の
発
芽
を
抑
え

ら
れ
、
翌
年
の
除
草
の
手
間
が
省
け
ま
す
。

※�

家
庭
菜
園
と
し
て
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
栽
培

す
る
場
合
を
基
準
と
し
て
い
ま
す
。

　

�　

販
売
目
的
の
場
合
の
栽
培
指
針
に
関
し

て
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※�

関
東
南
部
以
西
の
平
た
ん
地
を
基
準
に
記

事
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

葉が完全に黄変したら
地上部を刈り取る

5～6ｃｍ

畝上に土を大きく盛り上げ防寒する

全体の育ち方

収穫した茎

地
上
部

地
下
部

アスパラガス
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　阿山支店の「親子あぐり教室」を開催しました。当日は悪天候のため当初予定し
ていた「さつまいも掘り」は中止となりましたが、阿山支店女性委員に協力しても
らい、参加した親子 12名で雑誌ちゃぐりんに掲載されている「みんなのワクワク
工作」を参考にしながら、牛乳パックで作る飛び上がる元気なおばけを作りました。
約１時間かけておばけの絵を書き、はさみで切って、糊で貼り完成させました。勢
いよく飛び出すおばけに「きゃーっ !」と歓声があがり参加者は満足そうでした。
　その後調理室で、女性委員の方が事前に収穫したさつ
まいもを使った、さつまいもごはんとさつまいもの味噌
汁、イモけんぴを作りました。子ども達はさつまいもご
はんをおかわりしたりと美味しそうに食べていました。
　最後にさつまいもをお土産に持って帰ってもらいました。

親子あぐり教室 ９月29日(土)

地域女性組織活動
　上野南地域女性組織は「大内窯」さんを講師に迎えて、
本年３回目の教室として、陶芸教室を開催しました。
　今回は、「見ざる・聞かざる・言わざる」のいわゆる三
猿の他にも、夫婦茶碗・パスタ皿・平鉢などを作成しまし
た。参加者は他の人の作品を見て回ったり、講師の方の説
明に聞き入っていました。作品の焼き上がりを楽しみにし
ながら和やかに今回の教室を終えました。

　阿山地域女性組織はエネルギーセミナー
&寄せ植えを開催しました。本年は年４
回の講座を開催する予定で７月のトマト
ケチャップ作りに続く２回目の講座とな
ります。参加者20名が電気についての講
義に続いて、季節の草花の寄せ植えを行
いました。

　JAいがふるさとは９月末から 10 月中旬ま
で、連続職場離脱中の職員を JA三重南紀管内
のみかん農家へ派遣し、収穫作業を手伝う農
業研修を行いました。
　JA三重南紀は県内の出荷量の大半を占める
みかんの産地。９月中旬から極早生みかんの
収穫が始まり、JAいがふるさとの 15名の職
員が３班に分かれそれぞれ３日間、みかんの
収穫を手伝いました。

　作業では収穫期を迎えた極早生みかんを採果鋏を使い、樹から切り離
し、傷がつかないようにカゴへ入れていきます。みかんの収穫は初めて
という職員も、収穫を体験する中で段々と要領も良くなり、手際よくみ
かんをカゴへ集めました。

職員農業研修
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　「伊賀市国際交流フェスタ 2018」がとれたて市ひぞっこ前駐車場
で開催されました。
　『広がれ市民と世界をつなげる友好の輪』をテーマにステージでは
フォルクローレやエイサー、二胡など世界の音楽や踊りが披露され
ました。また、国際交流屋台村ではフィリピンやブラジル、中国、

タイなど各国の料理や民芸
品が並び、来場者は異国の
文化を楽しみました。

　「第1回JAいがふるさと年金
友の会ゲートボール大会」を
しらさぎ運動公園多目的グラ
ウンドで開催し、各地区の予
選を勝ち抜いた 42 チームが
優勝を目指しました。
　参加チームは始球式の後、
各コートに分かれ元気良くプレーしま
した。各チームとも日ごろの練習の成
果を発揮し、白熱した試合を繰り広げ
ました。

　香りや味の良さで知られる名張市の特産品「赤目松茸」を競りにかける赤目
松茸市の初市をほのぼの市場隣で開催しました。初市には「山方」と呼ばれる
出荷者３名から総量 4.9kg の赤目松茸が持ち込まれ、赤目松茸仲買人組合の７

名が香りや形、大きさを確
認し、１キロ当たりの値段
を書き込んだ札を入札し競
り合いました。
　初市の落札額の最高は 1kg あたり 66,000 円。
平均額は 46,800 円でした。

年金友の会ゲートボール大会 10月12日(金)

赤目松茸初市 10月２日(火)

１０月７日(日)国際交流フェスタ 2018

優　勝　上友生Ａチーム
準優勝　さわやかチーム
第３位　蓮池Ａチーム
敢闘賞　比自岐Ａチーム

　

ｖ
Ｊ
Ａ
い
が
ふ
る
さ
と

理
事
会
フ
ァ
イ
ル

　

去
る
10
月
11
日
に
本
店

会
議
室
に
お
い
て
理
事
会

が
開
催
さ
れ
、
左
記
の
事

項
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

一
、�

信
用
事
業
方
法
書
の

一
部
変
更

　

�　

金
融
機
関
等
の
業
務

の
代
理
に
加
え
、
業
務

の
媒
介
を
追
加
す
る
こ

と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

二
、�

特
定
農
地
貸
付
に
係

る
農
地
の
承
認

　

�　

貸
付
農
地
の
概
要
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

三
、
利
益
相
反
取
引

　

�　

１
件
の
取
引
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、8
月
末
実
績
、

高
額
融
資
報
告
、
大
口
信

用
供
与
等
規
制
に
基
づ
く

報
告
、
利
益
相
反
取
引
状

況
の
報
告
、
第
43
回
Ｊ
Ａ

三
重
大
会
、
9
月
末
組
合

員
の
異
動
、
10
月
業
務
予

定
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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　来年度阿山小学校へ入学する園児に、通学時に使用するヘルメッ
トを贈呈しました。阿山支店桒原支店長は「ヘルメットはイザとい
う時に命を守ってくれる大事なものです。交通安全を守って元気に
通学してください。」と代表の園児へヘルメットを手渡しました。
　JAいがふるさとでは管内の新入学児童へヘルメットを贈呈して
いきます。

　JAこうかと JAいがふるさとの両女性組織は第 2回交流ウォーキング大会
を伊賀市で開催しました。ウォーキングでは伊賀上野城周辺やだんじりを見
学。参加者は伊賀の風景を楽しみながら散策し、同行した語り部の歴史にま
つわる話に耳を傾けていました。
　昼食後は JAいがふるさと本店で脳トレを行いました。言語ジャンケンを
したり、輪になって数字を言
いながらお手玉を渡したり、
段々と難しくなるゲームに苦
戦しながらも、参加者同士笑
い合い楽しんでいました。

　「いがぶら」のプログラムの一環
として本店で「ファミリーヨガ×
English ×かぼちゃのお菓子作り」
を開催しました。参加者はまず親子
でヨガを体験し、英会話レッスンと
ハロウィンゲームを楽しみました。

　その後はとれたて市ひぞっこ食農交流室へ移動し、ハ
ロウィン柄のカップに地元のカボチャをペースト状にし
て入れて、オーブンで焼き上げる「スイートパンプキン」
を調理しました。参加者は「ヨガはハロウィンに合わせ
た動きもあり楽しかった。スイートパンプキンも甘くて
美味しかった。」と満足していました。

　本店で資産運用セミナーを開催し、37名が参加しました。日興アセットマネジメ
ント（株）のシニアアドバイザー飯田伸氏が講師を務め、世界の投資環境、NISA（少
額投資非課税制度）のポイント・活用法について参加者へ説明しま
した。また、JAでも取り扱っている各種投資信託商品の内容を紹
介しました。
　参加者からは「資産運用のポイントがよく分かった。またセミナー
があればぜひ参加したい。」と感想をいただきました。

10月19日（金）JAこうか・JAいがふるさと交流ウォーキング大会

10月20日（土）ハロウィーンを楽しもう♪親子イベント

10月23日（火）資産運用セミナー

小学校へヘルメット贈呈
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　JAいがふるさと管内の保育園・保育所・小学校の子どもたちが春から取り組んできたバケツ稲作の刈
り取りと乾燥のためのはさがけを行いました。JA職員から鎌の使い方・注意点を教えてもらった後、園
児は保育士らに補助されながら、小学生は自分たちの手で稲を刈り取り、はさがけをしました。
　また、久米小学校ではバケツ稲作とは別に、田んぼへ植えた稲を刈り取りました。
　はさがけした稲は脱穀・籾摺りを経て、子どもたちで食べる予定です。

みどり第二保育園

ひかり保育園

予野保育園

ゆめが丘保育所

みどり保育園

三訪小学校

新居小学校久米小学校中瀬小学校

保育園・保育所・小学校バケツ稲作
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　日頃よりJAバンクをご利用いただき、誠にありがとうございます。
　Ａコープ青山の改装工事に伴い、8月末より休止させていただいておりま
した、ATMについて11月15日（木）より業務を再開いたします。
　この度は皆様には大変ご不便をおかけいたしました。今後ともJAバンク
をよろしくお願いします。

11月30日
まで

　そこで、JAいがふるさとでは防災意識を高めるため、便利な防災グッ
ズがもらえる定期積金を取り扱っております。

●防災定期積金『護』について
　ご新規で掛け込み金額１万円以上、給付契約額
24万円以上のご契約で『2WAY ランタンライト』
を先着 600名様にプレゼント
※ランタンライトは無くなり次第終了となります。

●お楽しみチャンス
　上記契約で毎月の預入金額に応じて、ライトやブランケットなど様々
な防災グッズが入った『非常持ち出しボトル』を抽選でプレゼントい
たします。
※預入金額１万円あたり１口の抽選権となります。

詳しくは JAいがふるさと各支店・ふれあい店または金共渉外担当者までお問い合わせください。

災害に備える、防災意識を高めましょう！
　どの地域に住んでいても、地震や台風など自然災害の被害に遭う可能性はあり、自助としての災害対策・
備蓄が必要になります。
　『彩四季９月号』でもご紹介しましたが、災害発生後の生活に備えて、各家庭では、水や食料、生活用
品などを備蓄しておくことが求められます。最低でも３日分、理想的には１週間分の備蓄があれば二次
的な健康被害を防ぐことができるそうです。

　人は食料がなくても１週間程度は生命を維持できるとされていますが、まっ
たく水がない状態では、１日でも体が動かなくなります。ですから、まずは水
の備蓄が優先されます。成人は１日 3L の水が必要で、３日分では大人１人当
たり、2L入りのペットボトル５本程度の備蓄が必要です。
　電気や水道が止まった時のために非常用トイレの備蓄も欠かせません。被災
時の生活の不便やストレスを少しでも解消するために、日頃から十分な備蓄を
しておくようにしましょう。

Aコープ青山設置ATM 再開のお知らせ

※写真はイメージです

おせち料理みんなで食べて健康に !
　年神様と共にいただく山や海のごちそう「おせち料理」。もともとは四段重ねの重詰めで、春、夏、秋、
冬を示し、四季それぞれの気候の変化に負けない健康力を年神様からいただく料理という意味が込めら
れているそうです。

四段重ねの意味

祝い肴

一の重は口取りといって、かまぼこやきんとんなどを中心に
　彩りよく詰めます。

二の重はタイやブリ、エビ、ニシンなどの煮物料理が中心。
　DHA（ドコサヘキサエン酸）や EPA（エイコサペンタエン酸）
　など、脳や血管の老化を防いで長寿をもたらす成分の多い
　料理が用いられます。

三の重は煮しめ系で、八ツ頭、レンコン、ゴボウなど腸内環境を整える上で、重要な根菜系を多く詰めます。

与（四）の重は体調を整える効果の高い酢の物が中心。ダイコンやニンジンの紅白なます、それに結び昆布、
　シイタケ、凍り豆腐などを並べ、ビタミンやミネラル、抗酸化成分、食物繊維などがたっぷり取れる料
　理が中心です。

　お正月には、縁起の良い料理をいただくのが習わしで、その中の一つが祝い肴（ざかな）です。「三つ肴」
とも呼び、祝い肴の種類は関東と関西では次のように違います。

黒豆、数の子、ごまめ
関東 関西

黒豆、数の子、ゴボウ

黒豆
　「黒」は魔よけの色。
「まめに達者で」と願い
ながら食べます。

ごまめ
　カタクチイワシの幼魚
で「田作り」ともいい、
カルシウムとタンパク質
の宝庫です。

ゴボウ
　土中深く根を張るとこ
ろから、一家の安泰と家
族の無事を願って食べま
す。整腸効果があり、不
老長寿に役立ちます。

数の子
　ニシンの卵巣で、子孫
繁栄のシンボル。若返り
のビタミンＥがたっぷり
含まれています。
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　日頃よりJAバンクをご利用いただき、誠にありがとうございます。
　Ａコープ青山の改装工事に伴い、8月末より休止させていただいておりま
した、ATMについて11月15日（木）より業務を再開いたします。
　この度は皆様には大変ご不便をおかけいたしました。今後ともJAバンク
をよろしくお願いします。

11月30日
まで

　そこで、JAいがふるさとでは防災意識を高めるため、便利な防災グッ
ズがもらえる定期積金を取り扱っております。

●防災定期積金『護』について
　ご新規で掛け込み金額１万円以上、給付契約額
24万円以上のご契約で『2WAY ランタンライト』
を先着 600名様にプレゼント
※ランタンライトは無くなり次第終了となります。

●お楽しみチャンス
　上記契約で毎月の預入金額に応じて、ライトやブランケットなど様々
な防災グッズが入った『非常持ち出しボトル』を抽選でプレゼントい
たします。
※預入金額１万円あたり１口の抽選権となります。

詳しくは JAいがふるさと各支店・ふれあい店または金共渉外担当者までお問い合わせください。

災害に備える、防災意識を高めましょう！
　どの地域に住んでいても、地震や台風など自然災害の被害に遭う可能性はあり、自助としての災害対策・
備蓄が必要になります。
　『彩四季９月号』でもご紹介しましたが、災害発生後の生活に備えて、各家庭では、水や食料、生活用
品などを備蓄しておくことが求められます。最低でも３日分、理想的には１週間分の備蓄があれば二次
的な健康被害を防ぐことができるそうです。

　人は食料がなくても１週間程度は生命を維持できるとされていますが、まっ
たく水がない状態では、１日でも体が動かなくなります。ですから、まずは水
の備蓄が優先されます。成人は１日 3L の水が必要で、３日分では大人１人当
たり、2L入りのペットボトル５本程度の備蓄が必要です。
　電気や水道が止まった時のために非常用トイレの備蓄も欠かせません。被災
時の生活の不便やストレスを少しでも解消するために、日頃から十分な備蓄を
しておくようにしましょう。

Aコープ青山設置ATM 再開のお知らせ

※写真はイメージです
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おたより紹介 皆様からいただきました
おたよりをご紹介します !

のびのび大きくなぁれ
上野北支店

川島 小
こ の は

乃羽ちゃん（３歳） 夕
ゆ き の

葵乃ちゃん（１歳）

　小乃羽は歌やダンスが大好き。おしゃべりで
おもしろくて、毎日家族を笑顔にしてくれます。
夕葵乃は立つことができるようになり嬉しそう。
いつもニコニコとお姉ちゃんにくっついて遊んで

います。
　２人とも甘えん坊で食いし
ん坊。家族みんな２人の笑顔
が大好きです。これからもいろいろな事に挑戦して、仲良く
笑顔いっぱいの毎日を送ってね！

〔お父さん :克也さん　お母さん : 京子さん〕

わんぱくキッズ

　今、「草木染」に夢中です。第二の人生を
と思い、少し早く退職し、人間国宝の志村ふ
くみ先生の工房で草木で糸染めをして帯を
織りあげました。先生の生き方と草木染の魅
力に魅せられました。その後、大阪の工房で
ろうけつ染め等の様々な手法を習いながら、
山深い諏訪の地で自然からの恵みの色をい
ただき、布を染めています。染めた色はどの
色も深みや、やすらぎがあります。

草木とともに
私、はまってます！ 諏訪ふれあい店

川端 トヨ子さん

＊ 10月号 14ページ『野菜の知識サトイモ』にサト
イモの種類、食べ方などが載っていて面白く、興味
深く読ませていただきました。� 川合　Sさま

　―�ありがとうございます。また、季節ごとに旬の野菜の
情報を掲載したいと思います。

＊とれたて市ひぞっこで色んな野菜を見て献立を考え
るのが楽しみです。� 小田町　Nさま

＊とれたて市ひぞっこへはほぼ毎週お買い物に行って
ます。季節の野菜が並んでいて楽しいです。

� 石川　I さま

　―�いつもご利用ありがとうございます。皆様のご愛顧に
支えられ、ひぞっこは12月で開店３周年を迎えます。
12月８日、９日にはイベントもございますので是非、
ご来店ください !

◆�

官
製
ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の
答
え
と
住
所
、
氏
名
を

ご
記
入
の
上
、
左
記
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
抽

選
で
５
名
の
方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
！　

本
誌
に
対

す
る
ご
意
見
や
、
地
元
の
情
報
等
も
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
情
報
は
今
後

の
広
報
活
動
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
ご

記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
賞
品
の
発
送
以
外

に
は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

◆�

宛
先　

〒
５
１
８
ー

０
８
２
０　

伊
賀
市
平
野
西

町
１
番
１　

Ｊ
Ａ
い
が
ふ
る
さ
と
本
店　

お
た

の
し
み
プ
レ
ゼ
ン
ト
ク
イ
ズ
係

◆�

〆
切
日　

２
０
１
８
年
12 ��
月
６
日（
木
）必
着

　

10��
月
号
の
答
え
は
「
10��
月
２
日
」
で
し
た
。
当

選
者
の
発
表
は
、
賞
品
の
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
せ
ち
料
理
の
定
番
　
数
の
子
は
？

『
○
○
○
』
の
卵
巣

Qクイズ

わんぱくキッズ

［琵琶湖の夕景］［Hana　Hana］ ［永遠］
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かぼちゃ作りで夫婦円満
布引ふれあい店

堀井 保 さん　イチエ さん

　私は76歳、妻は78歳、結婚生活55年になります。
　毎朝、畑や田んぼを一回りして野菜やお米の生育を見るのが楽し
みです。四季のとれたての野菜をその都度「おいしい」と食べる子
どもや孫の笑顔を励みに汗を流しています。
　今年も４種類のかぼちゃを収穫しました。これからも健康で元気
に続けられるようにと思っています。

おしどり夫婦

わが家のムードメーカー
府中ふれあい店

飼い主：玉岡 勇七さん

ペット：ちび（１才）
　ちびは祖父が飼っていた猫です。祖父が他界したことを機にわが
家の一員となりました。性格は人懐っこく、いつも家族を癒してく
れる存在です。まだ子どもなので、悪戯もたくさんしますが、家族
を笑わせてくれることも多く、良いムードメーカーです。大好きな
ネコ缶をいっぱい食べて元気に大きくなってね。

ペット自慢

■
夕
部
柿
句
会

秋
深
し
青
春
ポ
ッ
プ
浸
り
し
日	

松
生
み
ね
子

夕
花
野
風
に
吹
か
れ
し
ま
ま
の
我	

宮
本

 
子

み
ど
り
児
の
よ
い
し
ょ
寝
返
り
爽
や
か
に	

宮
本
榮
子

■
赤
松
句
会

蓑
虫
や
巷
の
ニ
ュ
ー
ス
知
ら
ん
顔	

山
本
久
美

や
や
寒
の
袖
口
か
ら
も
忍
び
寄
り	

杉
尾
千
代
子

蓑
虫
の
垂
れ
て
不
思
議
を
尋
ね
し
児	

川
瀬
勝
子

■
伊
賀
俳
壇

倒
れ
稲
刈
る
や
土
か
む
コ
ン
バ
イ
ン	

和
田
好
子

秋
日
和
風
に
色
あ
る
里
曲
か
な	

西
澤
た
け
子

秋
晴
の
新
車
届
い
て
試
運
転	

服
部
美
和
子

■
く
れ
は
句
会

昨
夜
の
雨
金
木
犀
の
地
に
匂
ふ	

稲
森
す
ま
子

三
角
の
厨
の
窓
に
朝
の
鵙	

上
田
幸
子

恐
竜
め
く
倒
状
の
田
へ
コ
ン
バ
イ
ン	

澤
野
多
喜
代
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組合長日記
　各地では、秋の収穫を祝い翌年の豊穣を祈願する新嘗祭が開催される頃となりました。
　今年度の最終収穫時期となる山田錦ですが、９月の台風の影響と長雨による日照不足で刈取時期
が少し遅れるなど心配されましたが、収穫も無事終わりました。また、翌年の米の栽培に向けて土壌
改良材を散布する時期となってまいりました。今月配布させていただきました「わが家の稲作設計
書」には土づくりから収穫までの栽培管理等の情報を記載してありますので、ぜひご一読いただき
良質米生産に向けてお役立ていただけたらと考えております。
　さて、今年襲来した台風により各地で大きな被害が報道されました。管内では台風 12号により建
物の被害が多数発生し、建物更生共済による被害調査を迅速に対応させていただき、338世帯の建
物更生共済支払い請求を受け、約１億 1020 万円（10/9 現在）のお支払いをさせていただきました。
また、台風 21号・24号では 569世帯の被害調査をさせていただき、約 8740 万円（10/9 現在）の
お支払いをさせていただいております。
　被害のご相談などございましたら職員また窓口にお申し付けください。
　また、来月 12月８日（土）９日（日）は「とれたて市ひぞっこ３周年記念イベント」を開催し地元農
産物を使った豚汁のふるまいなど、さまざまなイベントを企画しておりますのでぜひお立ち寄りい
ただきますようお願いいたします。

人形供養法要・葬儀相談会
日時  2018年12月1日（土）
　　  午前8時30分～正午まで（法要は11時30分から執り行います）
場所  やすらぎセンター「無量庵」（伊賀市下友生2980－2）

●対象供養品　　人形　ぬいぐるみ（五月人形・ひな人形もＯＫです）
　【ガラス・金属・陶器製のものやガラスケースはご遠慮ください】
●供養料　1回500円　※ふれあい互助会会員証をご提示ください。
●お越しの方には粗品を進呈。エンディングノートを無料配布いたします。

※当日は朝8時30分～法要開始の11時30分まで受付いたします。前日の受付はご遠慮ください。
※事前にふれあい互助会にご加入いただくか当日のご加入をお願いいたします。

詳しくはＪＡいがふるさとやすらぎセンター　TEL:0120-0556-29　までお問い合わせください

ＪＡいがふるさと組合員公開講座・
家の光のつどいを開催いたします。

日時　2019 年３月 16日（土）13時～
場所　伊賀市文化会館さまざまホール（伊賀市西明寺 3240-2）
　テレビ番組にもご出演されている料理研究家の土井善晴さんを講師に迎えた記念講演や、組合長に
よる自己改革報告、若手農業者体験発表、農の生け花展などを予定しています。
　詳細については彩四季１２月号でご紹介いたします。

西ざわ笑店 さん　　（上野北支店）

賀
市
平
野
上
川
原
に
あ
る

「
西
ざ
わ
笑
店
」
さ
ん
は
開

店
し
て
か
ら
今
年
で
8
年
目
に
な
り

ま
す
。
店
主
の
西
澤
高
広
さ
ん
は
上

野
小
玉
町
に
あ
る「
西
澤
コ
ロ
ッ
ケ
」

さ
ん
か
ら
独
立
し
、
奥
様
と
二
人
で

店
を
切
り
盛
り
し
て
い
ま
す
。
西
澤

さ
ん
は
「
認
知
度
も
な
く
開
店
し
て

か
ら
苦
労
す
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
が
、
こ
こ
ま
で
来
ら
れ
た

の
は
周
囲
の
協
力
の
お
か
げ
で
す
。」

と
語
り
ま
す
。

　

商
品
は
伊
賀
牛
入
り
の
コ
ロ
ッ
ケ

を
は
じ
め
、
伊
賀
牛
入
り
ミ
ン
チ
カ

ツ
、
豚
ヒ
レ
カ
ツ
、
豚
ロ
ー
ス
カ

ツ
、
エ
ビ
フ
ラ
イ
、
か
ら
揚
げ
な
ど

の
各
種
揚
げ
物
。
特
製
マ
ヨ
ネ
ー
ズ

で
作
る
マ
カ
ロ
ニ
サ
ラ
ダ
や
季
節
で

変
わ
る
サ
ラ
ダ
類
。
他
に
も
お
弁
当

や
オ
ー
ド
ブ
ル
も
販
売
し
て
い
ま

す
。
オ
ー
ド
ブ
ル
は
お
盆
や
ク
リ
ス

マ
ス
、
お
正
月
と
い
っ
た
家
族
が
集

ま
る
時
期
に
よ
く
注
文
を
い
た
だ
く

そ
う
で
す
。

　

お
店
の
自
慢
は
何
と
言
っ
て
も
コ

ロ
ッ
ケ
。
こ
ち
ら
は
「
と
れ
た
て
市

ひ
ぞ
っ
こ
」
の
総
菜
コ
ー
ナ
ー
に
も

出
荷
し
て
い
ま
す
。
昔
な
が
ら
の
味

に
こ
だ
わ
り
、
使
用
す
る
ジ
ャ
ガ
イ

モ
は
北
海
道
産
の
男
爵
芋
、
玉
ね
ぎ

は
甘
味
が
感
じ
ら
れ
る
厳
選
し
た
も

の
を
仕
入
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
パ

ン
粉
は
コ
ロ
ッ
ケ
専
用
の
乾
燥
赤
パ

ン
粉
で
、
ミ
ン
チ
カ
ツ
な
ど
に
は
別

の
パ
ン
粉
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
お

い
し
く
揚
げ
る
ポ
イ
ン
ト
は
油
の

温
度
で
、
西
ざ
わ
笑
店
さ
ん
で
は

１
９
０
～
１
９
５
度
あ
た
り
の
油
を

使
い
ま
す
。こ
の
温
度
が
一
番
カ
リ
ッ

と
揚
げ
る
の
に
適
し
た
温
度
だ
そ
う

で
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
西
澤
さ
ん
は
、「
と

れ
た
て
市
ひ
ぞ
っ
こ
に
出
荷
す
る
メ

ニ
ュ
ー
の
増
加
な
ど
、
ど
ん
ど
ん
商

品
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
昔
な
が
ら
の
味
で
勝
負

し
、
美
味
し
い
も
の
を
提
供
し
て
い

き
ま
す
。
最
近
、
店
内
の
レ
イ
ア
ウ

ト
を
変
え
て
み
ま
し
た
。
ぜ
ひ
一
度

ご
来
店
く
だ
さ
い
。」
と
語
り
ま
す
。

伊 昔
な
が
ら
の
こ
だ
わ
り
コ
ロ
ッ
ケ
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組合長日記
　各地では、秋の収穫を祝い翌年の豊穣を祈願する新嘗祭が開催される頃となりました。
　今年度の最終収穫時期となる山田錦ですが、９月の台風の影響と長雨による日照不足で刈取時期
が少し遅れるなど心配されましたが、収穫も無事終わりました。また、翌年の米の栽培に向けて土壌
改良材を散布する時期となってまいりました。今月配布させていただきました「わが家の稲作設計
書」には土づくりから収穫までの栽培管理等の情報を記載してありますので、ぜひご一読いただき
良質米生産に向けてお役立ていただけたらと考えております。
　さて、今年襲来した台風により各地で大きな被害が報道されました。管内では台風 12号により建
物の被害が多数発生し、建物更生共済による被害調査を迅速に対応させていただき、338世帯の建
物更生共済支払い請求を受け、約１億 1020 万円（10/9 現在）のお支払いをさせていただきました。
また、台風 21号・24号では 569世帯の被害調査をさせていただき、約 8740 万円（10/9 現在）の
お支払いをさせていただいております。
　被害のご相談などございましたら職員また窓口にお申し付けください。
　また、来月 12月８日（土）９日（日）は「とれたて市ひぞっこ３周年記念イベント」を開催し地元農
産物を使った豚汁のふるまいなど、さまざまなイベントを企画しておりますのでぜひお立ち寄りい
ただきますようお願いいたします。

人形供養法要・葬儀相談会
日時  2018年12月1日（土）
　　  午前8時30分～正午まで（法要は11時30分から執り行います）
場所  やすらぎセンター「無量庵」（伊賀市下友生2980－2）

●対象供養品　　人形　ぬいぐるみ（五月人形・ひな人形もＯＫです）
　【ガラス・金属・陶器製のものやガラスケースはご遠慮ください】
●供養料　1回500円　※ふれあい互助会会員証をご提示ください。
●お越しの方には粗品を進呈。エンディングノートを無料配布いたします。

※当日は朝8時30分～法要開始の11時30分まで受付いたします。前日の受付はご遠慮ください。
※事前にふれあい互助会にご加入いただくか当日のご加入をお願いいたします。

詳しくはＪＡいがふるさとやすらぎセンター　TEL:0120-0556-29　までお問い合わせください

ＪＡいがふるさと組合員公開講座・
家の光のつどいを開催いたします。

日時　2019 年３月 16日（土）13時～
場所　伊賀市文化会館さまざまホール（伊賀市西明寺 3240-2）
　テレビ番組にもご出演されている料理研究家の土井善晴さんを講師に迎えた記念講演や、組合長に
よる自己改革報告、若手農業者体験発表、農の生け花展などを予定しています。
　詳細については彩四季１２月号でご紹介いたします。
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アサリ……………… 1パック
塩・こしょう……………適宜
しょうゆ…………… 大さじ1
みりん……………… 大さじ1
水…………………… 5カップ
トマト………………… 大1個
ハーブ……………………適宜
バケット…………………適宜

ハクサイの葉（下ゆでした物）
………………………大 8枚
Ａ
　豚ひき肉…………… 100g
　タマネギみじん切り
……………………1/2 個分
　おろしショウガ
…………………… 小さじ 1

　塩・こしょう…………適宜

材料（4人分）

ハクサイナムル

ハクサイの葉…………… 4枚
塩昆布………………大さじ 2

塩・こしょう……………適宜
ごま油……………………適宜

今月の料理今月の料理今月の料理

作り方

1. ハクサイの葉は細切りにしてボウルに入れ、塩昆布と一緒にもみ込みなじませる。
2. ごま油、塩・こしょうで味を調え出来上がり。

…
… …

…
…

1. Ａを全てボウルに入れ粘りが出るまで混ぜ合わせ、４つ
に分け団子状に丸める。ゆでたハクサイの葉を交互に並
べて肉団子を置き手前から巻いていき、つまようじで留
め、ハクサイロールを作る。
2. 鍋に水、砂抜きしたアサリを入れ火にかけ、沸騰したら
アサリを取り出しむき身にする。
3. 2 のアサリだしにしょうゆ・みりん・ハクサイロール
を入れ中火で 15分煮込み、塩・こしょうで味を調え、火から下ろす（1時間ほどなじませ
る）。
4. 3を器に盛り付け、むき身にしたアサリと、熱湯に入れ皮をむきつぶしたトマトをあしら
い、ハーブとバケットを添える。

材料（4人分）

アサリだしハクサイロール
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今月の元気！いがっ子　川島 小乃羽 ちゃん　夕葵乃 ちゃん
今月の料理

• アサリだし
　 ハクサイロール

• ハクサイナムル
C O N T E N T S
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ほほえみひろば
出荷者紹介
（西ざわ笑店 さん）

家庭菜園
トピックス
　★年金友の会 ゲートボール大会(P15）
　★JAこうか・JAいがふるさと交流ウォーキング大会(P16)

13
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特    

集

直売所通信（P2、3）
JA自己改革（P4～12）
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この印刷物は、大豆油インクを包含した植物油インクと
環境に配慮した再生紙を使用しています。


